




The date of construction of buildings 
by the style chronology and the 
radiocarbon dating − The case of 
Murakami House, cultural property 
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・ 文化庁文化財部参事官 （建造物担当）編 『国宝・重要文化財
建造物目録』2009 年（平成 21 ）
・ 光谷拓実・大河内隆之 「年輪年代法による法隆寺西院伽藍の
総合的年代調査」『仏教芸術』第 308 号　2010.1（平成 22 ）






















































　放射性炭素 （ 14C）年代法は、大気中の 14C を取り込んだ生命
体の生命活動終了後、放射壊変により生物遺体の 14C 濃度が次第
に減少することを利用した年代測定法で、シカゴ大学のウィラ




（ 14N）が核反応して 14C が生成される。14C は生成後、酸素と結
合し二酸化炭素（ 14CO2 ）になり、炭素の安定同位体でできた二
酸化炭素（ 12CO2、13CO2,）と混合し大気中に拡散する。大気中の






ぬと、遺体の 12C や 13C は安定同位体であるから変化しないが、
14C は放射壊変により 5730 年を半減期としてベータ（β）線を
放出し元の窒素に戻ってゆく。生物遺体の 12C・13C と 14C の比率
すなわち 14C 濃度を測定し、14C の減少の程度を調べ、生体組織
形成終了以降の時間経過を推定する。















　大気中の 14C 濃度が常に一定なら、放射壊変による 14C 濃度の
減少程度を表わす 14C 年代と実年代である暦年代が一致するが、
実際には太陽活動に伴う宇宙線強度や地球磁場の変動により大



























































る年代が 1757−1787 年と 1794−1806 年、村上２「を七−十二」














七−十二」差物が 17 世紀末の材の転用である、あるいは② 「を
七−十二」差物が 19 世紀の材と考えられる。今回の年代調査の
みでは、いずれの可能性も否定できないが、②であるなら、村





































































































　現状で確認できた 44 年輪より、外から１−５年輪 （村上１−
１）、21−25 年輪（村上１−２）、40−44 年輪（村上１−３）の
各５年輪試料３点および樹種調査の試料採取を行った。
　得られた炭素 14 年代値を IntCal09 を較正曲線としてウィグル
マッチ法を用いた解析を行った。村上１「と十二」は当初柱最
外年輪層で 1757−1787 年（ 81.7%、ピーク値 1777 年）あるいは





度と仮定すると、伐採年は 18 世紀末〜 19 世紀初頭と推測される。
図13　村上１「と十二」柱：ウィグルマッチによる解析結果、柱および調査中の写真





　カッテと広間境の差鴨居で、幅 293mm、辺材が 28mm 残存す
るアカマツ材である。最外年輪層で 1678−1697 年（ 73.7％、ピー
ク値 1685 年）あるいは 1798−1818 年（21.0%、ピーク値 1813 年）
の年代が得られた。

























輪層で 1778−1807 年（ 94.5％、ピーク値 1799 年）と得られた。
採光の悪い環境で部材に付着した煤を払い表面観察を行ったが、
辺材を確認することができなかった。断面８角形の瓜剝き材な
ので、角は表皮に近い部分と思われる。18 世紀末期〜 19 世紀
前期に伐採されたと推測されるアカマツ材である。
図 15　村上 3「ぬ三」床柱：ウィグルマッチによる解析結果 図 16　村上 4：ウィグルマッチによる解析結果、梁の木口写真
　３−３　「ぬ三」床柱（村上３）
　カミデの床柱で 153mm 角、面 15mm、23 年輪の心持ちのス
ギ材である。この床柱に取り付いていた「ぬ３−５」の土壁が
震災により崩落したため、床柱の土壁当たり面より試料採取を















代を 18 世紀末期とする。村上２の差鴨居を 19 世紀初めに伐採
した後補材とし、19 世紀前期に差鴨居を入れる改造が行われた


































＊２　  Reimer PJ, Baillie MGL, Bard E, Bayliss A, Beck JW, 
Blackwell PG, Bronk Ramsey C, Buck CE, Burr GS, 
Edwards RL, Friedrich M, Grootes PM, Guilderson TP, 
Hajdas I, Heaton TJ, Hogg AG, Hughen KA, Kaiser 
KF, Kromer B, McCormac FG, Manning SW, Reimer 
RW, Richards DA, Southon JR, Talamo S, Turney CSM, 
van der Plicht J, Weyhenmeyer CE. 2009. IntCal09 and 
Marine09 radiocarbon age calibration curves, 0–50,000 
years cal BP. Radiocarbon 51（4）:1111–50.
＊３　  木越邦彦、年代を測る、中公新書、中央公論社、1978
＊４　 坂本稔、表計算ソフトによる炭素 14 年代較正プログラム
RHC バージョン４，国立歴史民俗博物館研究報告（印刷中）




　 図１、図 13（上）、図 16（梁の木口）；中尾七重
　 図 13（下）、図 14（差物）、図 15（床柱）、図 16（続き）（土間の太
い柱と木口のみえる梁）；安井妙子
図 16（続き）　村上４「ろ十八−ぬ十八」梁先端が大きく跳ねだしており、
木口がみえる
